
◎料金の記載のないものは無料です。
◎マークの見方は１３ページ参照。
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青
少
年
の
職
業
的
自
立
支
援
相
談

商
業
に
ぎ
わ
い
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
9
月
16
日
㈮
／
午
後
１
時
～
４
時

30
分
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
就
職

や
日
常
生
活
で
の
悩
み
な
ど
相
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
対
市
内
に
在
住

か
通
勤
し
て
い
る
50
歳
未
満
の
方
や

そ
の
親
族
、
関
係
者
な
ど
※
求
職
活

動
中
の
方
も
可
。
申
9
月
14
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
栃
木
県
若
年
者
支
援
機

構（
☎
０
２
８
・
６
７
８
・
４
７
４
５
）

子
育
て
応
援
ウ
ィ
ー
ク

ミ
ニ
面
接
会
・
説
明
会

商
業
に
ぎ
わ
い
課
・
☎
⑳
２
１
５
８

時
９
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮
／
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～

３
時
場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利（
丸
山

町
）
内
子
育
て
に
理
解
の
あ
る
市
内

企
業
の
就
職
面
接
・
説
明
会
※
説
明

を
聞
く
だ
け
で
も
可
。
対
子
育
て
中

で
就
職
を
希
望
す
る
方
申
事
前
申
し

込
み
不
要
※
お
子
さ
ん
と
参
加
可
。

服
装
自
由
。
雇
用
保
険
受
給
者
の
求

職
活
動
実
績
に
な
り
ま

す
。
詳
細
は
同
課
ま
た

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利

（
☎
㊶
３
１
７
８
）

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

巡
回
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相
談
会

足
利
労
政
事
務
所
・
☎
㊶
１
２
４
１

▼
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

時
９
月
22
日
㈭
／
午
前
10
時
30
分
～

正
午
内
就
職
活
動
の
基
本
と
自
己
分

析
の
や
り
方

▼
巡
回
相
談
会

時
同
日
／
午
後
１
時
～
４
時
内
就
職

活
動
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
適
職
相
談
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け
方

《
共
通
》場
県
庁
足
利
庁
舎
４
０
３
会

議
室（
伊
勢
町
四
丁
目
）対
求
職
中
の

方
申
９
月
21
日
㈬
午
後
４
時
ま
で
に

電
話
で
同
事
務
所
※
セ
ミ
ナ
ー
、
相

談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職
活

動
実
績
に
な
り
ま
す
。

い
つ
こ
こ
就
活
講
座
・
就
職
相
談

と
ち
ぎ
県
南
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
８
５
・
２
５
・
７
０
０
２

時
10
月
11
日
㈫
～
14
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
場
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
職
業
適
性
検
査
、
履
歴
書

作
成
、
面
接
対
策
な
ど
※
１
日
だ
け

の
参
加
も
可
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
就
職
相
談
あ
り
。
対
15

～
49
歳
の
求
職
中
の
方
定
先
着
５
人

申
10
月
３
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は

直
接
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

在
職
者
向
け
技
能
講
習

県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
91

０
８
０
３

▼
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
礎
＝
時
10

月
18
日
㈫
～
20
日
㈭

▼
２
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術
試

験（
学
科
）受
験
対
策
＝
時
10
月
19
日

㈬
～
21
日
㈮

▼
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
応
用
＝
時
10

月
25
日
㈫
～
27
日
㈭

《
共
通
》時
午
前
９
時
～
午
後
４
時
場

同
校（
多
田
木
町
）
定
先
着
10
人
料

３
５
８
０
円
申

開
講
の
10
日
前

ま
で
に
電
話
で

同
校
※
各
受
講

料
は
県
の
収
入

証
紙
で
支
払
い
。

 

海
の
向
こ
う
の
く
ら
し

～
シ
リ
ア
編
～

国
際
交
流
協
会
・
☎
㊸
２
４
１
２

時
９
月
24
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分
～

３
時
場
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
ア
ハ

マ
ド 
ア
ル
カ
ッ
タ
ー
さ
ん
内
シ
リ

ア
の
文
化
や
生
活
の
お
話
定
先
着
40

人
申
９
月
５
日
㈪
か
ら
22
日
㈭
ま
で

に
電
話
で
同
協
会

 

人
権
セ
ミ
ナ
ー

地
域
福
祉
会
館
・
☎
62

７
６
９
０

時
９
月
23
日
㈮
／
午
後
２
時
～
４
時

場
同
会
館（
山
下
町
）
題『
私
は
差
別

な
ん
か
し
て
い
な
い
』っ
て
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
～
部
落
問
題
か
ら
考

え
る
日
常
の
中
に
あ
る
差
別
～
講

Ｂブ

ラ

ク

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

Ｈヘ

リ

テ

ー

ジ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ

メ
ン
バ
ー
・
上
川
多
実
さ
ん
定
先
着

40
人
申
９
月
６
日
㈫
か
ら
20
日
㈫
ま

で
に
電
話
で
同
会
館

元
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
に
学
ぶ

『
お
も
て
な
し
の
心
の
表
し
方
』研
修
会

観
光
協
会
・
☎
㊸
３
０
０
０

kankou@
ashikaga-kankou.jp

時
９
月
27
日
㈫

／
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分

場
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
本
市

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た
め『
接
遇
＝

お
も
て
な
し
』の
心
を
学
び
、
好
印

象
を
与
え
る
お
客
様
応
対
の
ポ
イ
ン

ト
を
身
に
つ
け
る
講
Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
講

師
・
山
野
朋
美
さ
ん
対
市
内
に
在
住

か
通
勤
し
て
い
る
方
定
先
着
30
人
申

９
月
20
日
㈫
ま
で
に
氏
名
、
電
話
番

号
を
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
協
会
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　各講座、イベントなどにご来場の際は新型コロナウイルス感染症予防
対策にご協力をお願いします。また延期や中止となる可能性があります。
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地
球
市
民
講
座

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
講
演

織
姫
公
民
館
・
☎
㉑
６
１
４
４

▼
10
月
６
日
㈭
＝
題
戦
争

と
平
和
を
め
ぐ
る
諸
問
題

～
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
に

は
な
ぜ
市
民
が
多
い
の
か
～
講
同
大

学
准
教
授
・
清
水 
奈
名
子
さ
ん

▼
10
月
12
日
㈬
＝
題
オ
ラ
ン
ダ
・ハ
ー

グ
か
ら
覗
く
、
国
際
社
会
と
国
際
法

講
同
大
学
准
教
授
・
藤
井
広
重
さ
ん

▼
10
月
19
日
㈬
＝
題
な
ぜ
戦
争
犯
罪

を
裁
く
こ
と
は
難
し
い
の
か
？
～
国

際
刑
事
裁
判
所
の
挑
戦
と
課
題
～
講

同
大
学
准
教
授
・
藤
井
広
重
さ
ん

▼
10
月
25
日
㈫
＝
題
近
く
て
遠
い
国

～
日
本
と
中
国
の
文
化
的
差
異
～
講

同
大
学
教
授
・
松
金
公
正
さ
ん

▼
11
月
２
日
㈬
＝
題
現
代
の
国
際
政

治
～
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
～
講
同

大
学
准
教
授
・
松
村
史
紀
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
６
時
30
分
～
８
時
場

同
公
民
館
定
先
着
60
人
申
９
月
６
日

㈫
か
ら
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
公

民
館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ

登
録
講
座
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
講
座
・
展
示

同
セ
ン
タ
ー
・
☎
㊹
７
３
１
１

場
同
セ
ン
タ
ー（
相
生
町
）

■  
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
礎
講
座 

■

時
９
月
15
日
㈭
／
午
後
７
時
～
９
時

題
被
災
地
支
援
と
復
興
の
ま
ち
づ
く

り
講
が
ん
ば
ろ
う
東
北
！
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
足
利
風
の
皆
さ
ん
定
25
人

申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
相
談
室 

■ 

▼
９
月
14
日
㈬
＝
内
メ
ダ
カ
を
楽
し

く
飼
う
講
メ
ダ
カ
愛
好
家
・
飯
塚 

満
さ
ん

▼
９
月
28
日
㈬
＝
内
低
い
山
を
楽
し

く
歩
く
講
足
利
ク
リ
ー
ン
・
ハ
イ
キ

ン
グ
山
和
会
代
表
・
春
山
昌
義
さ
ん

《
共
通
》時
午
後
２
時
～
４
時
定
20
人

申
事
前
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

ま
ち
の
縁
側

～
読
書
サ
ロ
ン
へ
の
ご
招
待
～ 

■ 

時
９
月
16
日
㈮
／
午
後
２
時
～
４
時

内『
ま
ち
づ
く
り
大
変
記
』中
島
粂
雄

講
木
村 

寛
さ
ん
定
25
人
申
事
前
に

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

■ 

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
企
画
展 

■ 

▼
足
利
の
職
人
技
を
伝
え
る
展（
飯

島
秀
雄
さ
ん
）＝
時
９
月
12
日
㈪
～

22
日
㈭
※
20
日
㈫
は
休
館
。

▼
四
季
の
山
の
写
真
展（
春
山
昌
義
さ

ん
）＝
時
９
月
26
日
㈪
～
10
月
６
日
㈭

《
共
通
》時
平
日
午
前
10
時
～
午
後
７
時

 
 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
・
☎
⑳
２
１
１
４

jyohou@
city.ashikaga.lg.jp

時
内
９
月
29
日
㈭
／
▽
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分
＝【
ネ
ッ
ト
基
本
編
】

ス
マ
ホ
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使

い
方
を
学
ぶ
▽
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分
＝【
ア
プ
リ
基
本
編
】ア
プ
リ

の
使
い
方
を
学
ぶ《
共
通
》場
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
対
市
内
に
在
住
か
通
勤

し
て
い
る
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
な
い

方
や
ス
マ
ホ
初
心
者
定
各
抽
選
15
人

申
９
月
16
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

受
講
希
望
講
座
名
、ス
マ
ホ
有
無（
持

っ
て
い
る
方
は
携
帯
会
社
名
）を
電

話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
※
両
方
の
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
も
可
。
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
、
件
名
に『
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
教
室
』と
記
載
。
抽
選
結
果
は

後
日
郵
送
。
閉
庁
日
を
除
く
３
日
以

内
に
確
認
メ
ー

ル
が
届
か
な
い

場
合
は
同
課
へ

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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Pick Up!

お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

史跡足利学校事務所・☎㊶２６５５

　下記写真の本は、江戸時代前期の承
じょうおう

応２
（1653）年に足利学校を訪れた儒学者の林

羅山が記した『羅
らざんはやし

山林先
せんせいしゅう

生集』です。足利学
校は、小

お の の

野 篁
たかむら

が創建したこと、後に足利
尊氏が九州多

た た ら は ま

々良浜の戦いで聖像に祈って
大勝を収めたことが書かれています。林羅
山は、足利学校のことを小野篁が創建し、
足利尊氏が関与したと考えていたのです。

本書は１０月１６日㈰
まで開催の『足利氏
と足利学校』展で展
示しています。ぜひ
ご覧ください。

林
はやしらざん

羅山と足利学校

◀『羅山林先生集』
　小野篁と足利尊氏の部分


